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衛星による緊急被災図作成の世界的動向
Global trends in satellite-based emergency mapping
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スロー地震の巨大地震との関連性
Connecting slow earthquakes to huge earthquakes
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宇宙航空研究開発機構（JAXA）衛星利用運用センター 国際防災担当
本論文の著者たちに象徴されますように、国際協働による取組みが進められています。私たちは、

「国際災害チャータ」及び「センチネルアジア」を通じてSEM活動に貢献しています。前者は全世
界を、後者はアジア太平洋地域を対象としています。JAXAは、現在、「だいち2号」（ALOS-2）
が参加し、海外の災害の緊急対応を支援するとともに国内災害発生時は海外機関の衛星の支
援を受けることができます。東日本大震災時は5,000シーン以上の画像を提供頂きました（図2
参照）。

地球観測衛星により被災状況を 
早期把握し災害対応を支援する
地球観測衛星は、広域を繰り返し夜間・悪天
候でも観測できるため、災害発生直後の状況
把握手段として有用であり、図1に示す手順
で衛星による緊急被災図作成（SEM）が行わ
れる。2000年にSEMの活動が本格的に開始
されてから、科学者と災害対応者が災害状況
を迅速に評価するために地球観測衛星を利
用することが増えている。本論文は、2000年
から2014年にかけての15年間のSEMの世界
的動向を、大規模災害の状況把握に衛星が
使われた1,000以上の事例を分析することによ
り示した。世界中のSEMの取組みの空間的・
時間的傾向を総合的に分析した結果、SEM
がアジアとヨーロッパに最も集中的に展開され
ており、世界中の自然災害の地理的・時間的
な分布とよく整合している。今後、観測側の進
展（衛星コンステレーション、高分解能観測セ
ンサーなど）と地上側での進展（対応時間の短
縮、大容量データの扱い、データ処理の自動
化・迅速化、国際イニシアティブ間の協調な
ど）が相俟って対応能力の向上が期待される。
自然災害は人類が総力を挙げて取り組むべき
課題であり、世界中の宇宙機関及び関係機
関が協力して対応していくことが必要である。
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（A）発災後、ユーザの要求により地球観
測衛星で被災地域を緊急観測し衛星画
像を作成、（B）衛星画像を解析し災害情
報（被災域など）を抽出、（C）地理情報を
付加し被災図としてユーザに提供（同時
にHPで公開）。

図2：国際協働による東日本大震災（2011年3月11日発生）時の緊急被災図（Int. J. Disast. 
Risk Reduct. 12, 134-153（2015)より）

（A）13日提供の 広域被災状況（台湾宇宙機関観測）、（B）13日提供の 詳細被災状況（独国
宇宙機関観測）、（C）14日提供の広域被災状況（JAXA観測）で、A及びCの沿岸の黒い部分
が津波冠水域を示す。

スロー地震の発見とその意義
スロー地震は、断層破壊がゆっくりと進行する地震現象で
あり、強い揺れを生じない。しかし、スロー地震の多くは沈
み込むプレート境界面上で巨大地震発生域に隣接するこ
とから両者の関連性が示唆され、約20年前に発見されて
以降、世界中でスロー地震研究が盛んに行われてきた。
その結果、スロー地震の巨大地震に対する役割は次の3
つにまとめられる。一つ目は巨大地震の類似現象としての
役割である。スロー地震の活動様式が巨大地震と似てお
り、高頻度で発生するスロー地震は、巨大地震を理解する
ヒントとなり得る。二つ目は巨大地震発生域に働く力の状態
の指標としての役割である。スロー地震は周囲の力の変
化に敏感なため、巨大地震震源域における力の蓄積に応
じて、隣接するスロー地震の活動パターンが変化する可能
性がある。三つ目は、スロー地震が巨大地震を引き起こす
という役割である。スロー地震の発生により周囲に力が配
分され、隣接した巨大地震震源域の破壊を促進する可能
性がある。従って、今後もスロー地震の活動を継続的に観
測し、その活動様式や発生原因の解明を進めることによ
り、巨大地震の発生過程に関する理解の進展に繋がるこ
とが期待される。
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図1：西南日本で発見された様々なスロー地震

フィリピン海プレートの沈み込みに伴って発生が予想される巨大地震の震源
域を取り囲むように、時定数の異なる数種類のスロー地震が検出され、ス
ロー地震同士だけでなく、巨大地震との相互作用の可能性がある。

新たな現象を発見する醍醐味
サイエンスの醍醐味のひとつは、新たな現象を発見し、原因を解き明かすことです。地球には、まだ知らな
いことがたくさんありますが、地球表面に展開した地震計の記録を根気強く観察し、多様な手法で解析・
可視化することで、新たな発見が可能になります。地震学などの固体地球科学は、まさに発見の醍醐味を
味わえる、とても身近な科学であり、若者たちの斬新な発想を大いに期待します。

写真：東京大学地震研究所 小原研究室メンバー。

図2：沈み込みプレート境界に沿う様々なすべり特性

沈み込み帯のプレート境界に沿って、巨大地震を引き起こす震源域と定常的
にすべっている領域との間に遷移領域が存在し、そこで時定数の異なるス
ロー地震が起きており、すべり特性が深さとともに変化している。
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